

ソフトウェアテストシンポジウム論文用原稿用紙 
ソフトウェアテストシンポジウム2026(様式1)
そふと
JaSST’26: Japan Symposium on Software Testing 2026


JaSST・Microsoft Word用投稿用テンプレート (タイトル)
－サブタイトル－
あらまし  Microsoft Wordによるソフトウェアテストシンポジウム用のテンプレートファイルです．
キーワード  Windows，Word，ソフトウェアテストシンポジウム，テンプレート


JaSST Microsoft Word Template (Title)
－Subtitle－
Abstract  JaSST (Japan Symposium on Software Testing) provides a word template file for the Report of JaSST
Keyword  Windows，Word，JaSST，Template


1. 原稿用紙
タイトルその他(1ページ目上部)に関して
1ページ目上部には，タイトル，キーワードの和文と英文及びあらまし(和文300字程度，英文100語程度)を，それぞれ記述してください．このテンプレートは投稿用ですので、著者名や所属名は記述しないでください。
本文に関して
本文は1.1の「タイトルその他」に続けて記述してください．記述に関しては，このテンプレートファイルまたは同様のフォーマットを用いて作成してください． 
2. 原稿提出枚数
図・表，写真を含め8枚以内で作成して下さい．原稿を作成する前に，手持ちの原稿量と制限枚数とを十分勘定して必ず制限枚数におさまるようご注意ください．
3. 原稿の書き方
インクは黒とし，印字のカスレや濃淡のムラがないように注意して下さい。文字の大きさなどは、このテンプレートファイルを参考にしてください。
4. 原稿提出先
Webまたはメールによる案内をごらんください。
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